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松江商工会議所 

国立大学法人東京大学  

 

 

松江商工会議所と東京大学、一次産業を中心とした産学連携を通じた創業起業

支援を進めることを目的に、共同研究契約を締結 

 

 

松江商工会議所（会頭：田部長右衛門）と国立大学法人東京大学（総長：五神真、以下東京

大学）は、東京大学国際オープンイノベーション機構（機構長：有信睦弘）を活用し、「地方の

次世代一次産業の在り方を模索するフィージビリティ研究」の題目で、本日 10月 23 日付で共

同研究契約を締結したことをお知らせします。 

本研究により、東京大学大学院農学生命科学研究科 植物分子遺伝学研究室 堤伸浩教授を

中心に、持続的に発展しうる地方の次世代一次産業の在り方を模索し、最終的に具体的な開発

テーマを複数設定し、産学連携を通じた新規事業の創出を目指します。 

 

 

松江商工会議所は、従来創業起業支援に注力し、産業における持続的な発展を目指した取り組

みを行なっています。一方、東京大学は、産学連携の基礎研究領域で培った研究成果を事業化へ

円滑に移行する目的で、2018 年 12月 1日に東京大学国際オープンイノベーション機構を開設し

ました。 

この度、同機構からの委託を受けた株式会社エブリプランのプロモーション及びコーディネー

ションにより、松江商工会議所と東京大学との共同研究契約の締結に至りました。 

 

今後、同契約に基づき、東京大学の教授による視察やヒアリング等により現場の課題を明確化

し、島根の地域性にマッチした次世代の一次産業の在り方を模索します。 

本研究の目的としては、東京大学によるソリューション技術開発のための個別の共同研究連携

につなげることであり、将来的には、独創性の高い新たな一次産業の実用化を目指し将来に向け

て松江市を中心とした山陰地方の一次産業の発展につなげます。 

 

 

 

 

 



                                         

■共同研究契約概要： 

 

契約締結日 令和 2年 10 月 23日 

研究題目 地方の次世代一次産業の在り方を模索するフィージビリティ研究 

研究目的 創業もしくは起業促進を含めた産業支援の 1 つとして､地方の次世代一

次産業の在り方を探索し､具体的なテーマを抽出して実用化に向けて新

たな共同研究を実現すること｡ 

研究内容 地域特色ある国産機能性作物における生産効率化と安定供給体制構築

の検討 

 

 

■問い合わせ先： 

 

松江商工会議所 

担当者：吉廣之晴 

電話：0852-32-0505 

E-mail：yoshihiro@matsue.jp 

 

 

東京大学国際オープンイノベーション機構 

担当者：上條健・金丸まや 

電話：03-5841-7236（代） 

E-mail：ioi-lia.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp 

 

 

 

 


